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文 献 
ner及び Bjorkmann等(1)が左右別肺機能lζ関し
緒 -・日 て記載したが， 1949年， Carlens(わが同氏の測定管
胸部疾患，殊に肺結核の治療に心肺機能検査の重 を考案して以来，左右肺に関し種々の知見が加えら
要なのは言を侯たないーしたがって近時，此の方面 れ，今日では外科療法の適応決定に欠くべからざる
に於ける研究は甚だ盛んで，換気相のみならず，循 検査となっている事は衆知である。而して換気機能
環相よりしても興味ある検索がなされつつある。換 に及ぼす体位の影響は内科的にも重要な意義を有す
気相について見ても， 1932年， Jacobeus，Frenck- るものであり，近時，左右別肺換気機能の体位によ
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る変動につい;て，数氏の研究がなされている。而し 
て其の後 1958年，谷向氏ωは肺葉肺機能測定管を考
案し， (中)下葉肺活量を正確に測定し得るとし
た。氏は主として外科的方面より検討されたが，其
の後肺葉換気機能に関する研究は未だ少く，その検
討は尚，不充分な点が多々ある。 
よって私は健康者及び肺結核患者を対象として， 
体位変換に伴う左右肺と(中〉下葉の換気機能の変
化を測定し，併せて横隔膜運動について検査を行
い，些かの知見を得たので報告する。
I 検査方法 
A. 検査方法 
a. 左右別肺換気機能 
Carlens氏カテーテル (Rusch製)及び左右別
肺機能測定装置 (Mc-Kesson社製， Twin-spiro-
meter)を使用し測定する。 
b. (中)下葉換気機能
谷向氏考案肺葉肺機能測定管及び前述せる spiro・
met討を用いて測定する。 
谷向氏の直接法によれば同氏管の 1回の挿管によ
って， (中)下葉換気量と共に左右肺のそれを測定
し得るが，本観察に於ては後述する如く， 4回の体
位変換をなす為，その際屡々カフの移動による洩気
を来たし，正確な値を得る事が不能となる場合が多
いので止むを得ず Carleus氏管による左右肺の検
査を行った後，別に谷向氏管を挿入し(中)下葉L換 
気量の測定を行った。その為に同一日に 2回の挿
管を行う事は被検者負担が過大となるので，最初
Carleus氏管による検査を行い， 1---2日後に谷向
氏管による検査を行った。而して此の両検査によっ
て得た値はこれをB.T. P. S.に換算した。測定
の際には予め被検者lζ充分納得のゆくよう主旨を説
明し，方法を理解せしめ，協力を得るよう努めた。
c. 横隔膜運動
Distato graphie(26)の著者改良法はより横隔膜運
動を検査したd管球焦点フィルム間距離は， 150 cm 
とし，同一フィルムに最大吸気時と最大呼気時の胸
部X撮影を行い，横隔膜の変位を格子状 l乙記録し 
Tこ。後述する如き各体位毎に撮影し，且つ本検査は
前記(中〉下薬機能測定後 1~2 日後に行った。 
d.体位
仰臥位，右側臥位，左側臥位，坐位の 4種の体位 
を， ζの順序に被検者にとらせ前記の各検査を行つ
た。、 
B. 検査対象 
健康者群及び患者群につき検査したが，各群共K
青壮年男子のみを選ん?ご。 
a. 健康者群
健康者は現在，国立秋田療養所の職員で年2回の
定期検診時の間接撮影及び本検査時lζ於ける直接撮
影に於て胸部X像上些かの病的異常陰影も発見出来
ず，又既往に特記すべき呼吸器疾患を経過していな
い男子 10例である。その年令，肺活量，%肺活量
は(表 1)に示す通りである。即ち年令は 20才~
37才， 肺活量は 2950 cc~4900 cc， 平均 4047cc， 
%肺活量は 71%~116.5%，平均 96.4~るである。
表1.健康者群
症例番号
No. 1 
No. 2 
No. 3 
No. 4 
No. 5 
No. 6 
氏 名 -年 ムμ、
(才〉 
豊 。 36 
増 。 27 
須 。 29 
佐 。 27 
藤、 。 31 
荘 。 24 
身 長
(cm) 
146 
165 
163 
166 
165 
171 
理想肺活量 (cc)
実測肺活量
(cc) 
3860 
4900 
4240 
3940 
2950 
4500 
%肺活量
(海老名法) 
102.5 
116.5 
102.5 
94 
71 
103 
海老名 
3720 
4200 
4200 
4220 
4200 
4350 
IBaldwin 
3445 
4060 
4000 
4085 
4032 
4282 
No. 7 
No. 8 
佐 00 33 
伊 。 25 167 162 4300 4150 4013 4038 3600 3700 84 89 
No. 9 工 37 169 4320 3993 4680 112 
No. 10 大 20 167 4300 4260 4100 96.5 
吐
AAU d4Aヴ 
d 96.4 
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VC: 3650 cc 
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b. 患者群
患者群は昭和34年 1月より昭和34年 10月に至
る間，国立秋田療養所に入所中の肺結核患者男子， 
26例で乙れらを胸部 X像により， その病巣の部位
及び拡がりの程度から 4群に分けた。即ち病巣が右 
肺尖上野以内に限局するものをA群，左肺にて同様
のものをB群，両肺尖上野にまたがるものを C群と
し，右側K被包性膿胸を有するものをD群とした。
而してA，B両群は肋膜癒着が認められず，対側肺
が健全なものを選んだ。 C群は病巣部に肋膜癒着が
軽度~中等度であるものが含まれている。患者群の
詳細は(図 1a. b.c.)の如くであり， A群 10例， 
No.11 市O 
B群8例， C群6例， D群2例である。年令は 18
才--44才，肺活量は 1700cc--5150 cc，平均 3436
cc， %肺活量は 43.5%--115.7%.平均82.6%であ 
る，肺病巣は図に示す如くであって No.16， No. 
20，No. 24，が増殖型， No. 35. No. 36が被包性
膿胸である他はすべて混合型であり，且つ図中に示
す如く空洞等の特殊病変を有するものである。即ち
大部分は上葉内で市も 1--2区域内の病巣である。 
1. 検査成績
先ず換気諸量の測定値及び平均値をー表とし(表 
2~5 表 a. b. c.)に示し，その換気諸量の次の2 
NO.16 東00
No.12 三0 
44Lj. 164cm 
VC: 3300cc 
%VC: 82.5% 
No. 1~ 佐O 
43Lj. 172cm 
VC: 2500cc 
%VC: 59.5% 
No.14 高C 
18 Lj， 164 cm 
VC: 3800 cc 
%VC: 95.0 % 
No.15 芹O 
37 Lj. 163 cm 
VC: 3300 cc 
%VC: 82.5% 
No.17 斎O 
22Lj. 168cm 
VC: 3100 cc 
%VC: 72% 
NO.18 渡O 
22Lj. 166cm 
VC: 3600 cc 
%VC: 85.7% 
No.19 斎O 
44 Lj. 166cm 
VC: 3900cc 
%VC: 97.5% 
No.20 畠O 
39Lj. 160 cm 
VC: 4400cc 
%VC: 112.8 % 
図 1a. 患者群 (A群〉
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NO.21 伊O No."25 小00 
42Lj. 160cm 
VC: 3000 cc 
%VC; 76.9 % 
NO.26 細O 
22 Lj. 166cm 
VC: 4000 cc 
%VC: .94.1 % 
NO.27 荒O 
21 Lj. 170 cm 
VC: 4200 cc 
%VC: 97.2% 
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24 Lj. 161 cm 
VC: 3500cc 
%VC: 85.3 % 
No.22 佐00 
24 Lj. 174 cm 
VC: 5150 cc 
%VC: 115.7 % 
No.23 瀬O 
22 Lj. 176 cm 
VC: 4100 cc 
%VC: 91.1 % 
NO.24 斎O 
22 Lj. 169cm 
VC: 3800 cc 
%VC: 88.3% 
図 1b. 患者群 (B群)
項目につき之を図示し，表及び図により検討する。
即ち図は 
1. 対仰臥位増減値
仰臥位の測定値を基準とし之に対して他の各体位
の測定値の増減を比較する。 
2. 肺別%値
左右肺の測定値が左右合計値lζ対して占める夫々
の%値。
である。尚C群では測定値の変動が大で一定の傾
向が認められない場合が屡々であるので平均値を求
めるのを避けた。又D群は表及び図l乙於て C群と一
括し，図示l乙当り C群を実線で， D群を点線で示し
た。又文，図及び表示については次の如き略号を用
い?こ。 RPち 
1) 右側……....・ ・-………rH
3) 分時換気量・…………………MV，
分時酸素摂取量・..........・・・・・・O2・Cons

一回換気量・・・・・・・・…・-….......TV

吸気予備量・・・・・..........・・・・・・・・・IRV

呼気予備量・.......................ERV

肺活量・…………......….VC

H酸素当量……………...・ ・.02・Eq 
4) 右(中〉下葉...・ ・.…..・ ・..右下薬H H
A. 健康者群に於ける左右別肺換気藷量
各体位lζ於ける左右別肺換気諸量の測定値は(表 
2) の如くであり，対仰臥位増減値と肺別%値と
を図示しこれらにつき各項目毎K検討する。 
a) 分時換気量(表 2，図 2，3) 
R位では右肺は 2.54---9.46(平均 5.24)l/min， 
左肺は 2.65--9.02(平均 5.09)l/minで右肺は左肺
左 1..…・・……・・…….u. より優位を占める。 S位に於ても同様であり，且つ1Jt
l2) 仰 臥 位…・・・………………R、位 Ri立に比し左右肺はいずもれも増減不定である。 SR
H右側臥位・………...・ ・-….SR位 位に於てはR位l乙比し右肺は増加著しく，左肺は減
左側臥位…・……-………SL位 少著しい。 SL位では R位K比し右肺は減少傾向
坐 位………・・………ぃS位 を，左肺は増加傾向を認める。
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No.33 武ONo.29 平O 
36 Lj. 日9cm 42Lj. 161 cm 
VC: 3800 cc VC: 3400cc 
%VC: 88.3 % %VC: 77.2% 
NO.30 小O No.34 佐O 
36 Lj. 159 cm 35Lj. 160 cm 
VC: 1700 cc VC: 2900 cc 
%VC: 43.5% .%VC: 69.8% 
No.31 真。 
No.35 呉O
 
32 Lj. 165cm 

VC: ，2200 c(' 
 23 Lj. 165cm 
%VC. 53.6% VC: 2200 cc 
%VC: 52.3 % 
NO.32 山O 
NO.36 石O 
28 Lj. 167 cm 
VC: 2400 cc 19 Lj. 155 cm 
%VC: 56.0% VC: 3100 cc 
%VC: 81.5 % 
図 1c. 患者群 (C，D 群)
b) 分時酸素摂取量(表 2，図 4，5) 
R位l乙於ては右肺は 125--':250(平均 170)cc，左
肺は 158~223 (平均 178)ccで，左右別に殆んど 
差はない。 S位ではR位K比し左右肺共に増加する 
が，右肺の方が著しい。 SR位では右肺は増加著明
で左肺は減少の傾向を示す。 SL位では R位lζ比し
、。L右肺は減少著しく，左肺は増加が著し 
c) 肺活量
肺活量 (VC) は 1回換気量 (TV)， 吸気予備量 
(IRV)， 呼気予備量 (ERV) の 3要素より成る。
而してこれら 3要素は被検者毎K，各呼吸位が異つ
ているため測定値について云々する事を避け，体位 
変換による変化の傾向だけを述べる。
1) 1回換気量(表2，図的 
S位ではR位に比し左右肺いずれも柏々増加傾向
を示し，側臥位では，下方肺の TVは増加し，上
方肺の TVは減少する。 
2) 吸気予備量(表2，図 7)
S位では R位に比し左右肺いずれも著明に減少
し，側臥位で、は下方肺のそれは増加傾向を，上方肺 
のそれは著明減少を示す。
3) 呼気予備量(表2，図的
S位ではR位に比し，左右肺何れも増加し，側臥
位では下方肺のそれは減少し，上方肺のそれは著明
に増加する。 
4) 肺活量3要素の関連について

上記 1)2) 3)の関連につき要約すれば
 
i) S位では R位に比し左右肺共， TVは稿、々
増加傾向を， IRVは著明減少を， ERVは著明増加
を示す。
ii) 側臥位では何れも下方肺の TV，IRVが増
加し， ERVが減少する。之に反し上方肺の TV， 
IRVが減少し ERVが増加する。而してそれらの 
変化は上方肺の増減の方が著明である。
ii) VCはこれらの和であって斯くの如く変化
する諸要素，殊に相反する変化を示す IRV， ERV 
の値lとより種々に変化する。よって各例毎花見る時 
は VCの体位による変化は複雑な{直を示すであろ
R 
表 2. 換気諸量測定値及び平均値(健康者群)
日。;~ 1;~;~ 1 山一日 11:。;:1;つ1Y引ご:l??」LlJ-tli;¥ 雨
MV l/min 5.24 士 2.27 5.09 士1.79 
O2・ Cons. cc 1I 170 :1: 39 178 士 18
IRV cc 1141 士 215 1107 士 220
灘
N
山 山 ，
部
穴
N
TV cc 324 士 120 316 士 98 
位 ERV cc 590 士 100 495 :1: 126 
つ 白ハ り
VC cc 
- h U  
士 292 1918 :1:253 
O2Eq 1 1.92・ 1 
5 
m nMV 6.50 6.51 4.10 :1:1. 13 
w， ， ， ， ， ， ，  
O2・Cons. cc 264 236 164 +58 
SRIRV cc 1013 1144 士 237 760 +205 
TV cc 394 士 120 240 土 68
ERV cc 477 土 138 E05 士 175
位 
一 +つ 山つ 白氏
U +207VC 2015cc 

O2・ Eq 
m n 
cc 
cc 
O2・Cons. cc 
IRV 
TV 
cc 
ERV 
MV 
SL
位 
2.' 
881 1011 215 
4.26 
142 
275 
912 
855 
士 52 
:1: 88 
士 177 
土1. 15
土 275 
359 
1120 
431 
+0.98 
土 49
士 61
十 92 
十 225 
VC cc 2042 :1:359 :1: 229 
O 2・Eq 1.' 1.82 
ぺ
RJFJ
MV m n 7.351 4.86 5.70 6.301 6.321 4，981 2.83 5.82 :1:1.85 5.251 土1.73
 
O2Cons. 220 220 284 2411 282 167 210 244 :1: 44 1931 +23
・ cc 

S IRV cc 751 653 909 8841 1037 846 907 913 土 185 798 士 192 
TV cc 387 256 
1ioo
dAU
ヴ
400 325 +883501 372 293 362 士 104
QU14
位 ERV cc 817 
n ytiQu ti 
ト』9311 812 654 783 :1: 146898 士 164
ヨ潜哨剤譲蒋 
帯 一 門 号 」  
λ湘潜別議一山町一門知一同斗事百一糊溝口〉烈噌 
dqO
M e
VC cc 1955118271240912165122211179311892118 2175 士 283 1906 
O2・Eq 1 1 3.341 2.211 2.001 2.611 2.241 2.981 1.34 
ウ 
ウヴ1
ム公
o 
-.:J 
+257 
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図 5. )jm~1j %値 (02・Cous，健康者群〉
図2. 対仰臥位増減値 (MV，健康者群) 
300 r CC 
右肺 左怖 
200 
100 
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-200 l
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I ・ I 1 図 6. 対仰臥位増減値 (TV，健康者群)
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図 3. 肺別%値 (MV，健康者群〉
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図 4. 対仰臥位増減値 (02・Cous，健康者群〉 図7. 対仰臥位増減値(IRV，健康者群) 
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がたく，左肺は減少傾向を示す。 SL位では左右肺
左肺 いずれも一定の傾向を認めがたい。 
d) 小括 
1) VC，MVはR位， S位いずれに於ても右肺
が左肺より優位を占める。 02-Consは S位では右
肺が優位を示すが，R位では左右略々同様である。 
幽2) 側臥位では R位に比し MV，O2Consはい
ずれも下方肺K於て増加し，上方肺に於て減少す
る。 VC中の TV，IRV についても同様であるが， 
ERVだけは之と逆の関係を示す。従って側臥位に
、。Lの変化は一定の傾向を示きなVC於ける 
3) S位に於ては R位lζ於けるより MV，02Cons， 
ERV (特に ERV)が増加し， IRVは減少する。lR
SR SR SL 5 位 
位 
--400 i屯 
j，r 位 B. 健康者群に於ける(中)下蓑換気諸量
図 8. 対仰臥位増減値 (ERV，健康者群〉
う事が考えられる。 
5) 肺活量(表 2，図 9，10) 
R位では右肺は 1547 ~2559 (平均 2055) CC，左
肺は 1432.，2276(平均 1918)ccで右肺は左肺より
優位を占める。 S位ではR位に比し右肺は増加傾向
を示すが，左肺は明瞭でない。而して右肺は左肺よ
り優位を示す。 SR位では右肺は一定の傾向を認め 
3∞Icc 
五肺
200 
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一100 
一200 
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位
，
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り，左右両下葉は略々同量の MVを有す。 S位に
位 位 f立 位 位 位
於てはR位l乙比し，両下薬共増加する。側臥位に於
一 位  
図 9. 対仰臥位増減値 ((VC，健康者群〉
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各体位の(中〉下葉換気諸量及び平均値は，(表 3)
の如くである。而して此の換気諸量がそれらに対応
する左右肺換気諸量に対する%値を求め， 乙れを
対同側肺%値として検討したが， 例えば， MV に
ついて(図 11)比例示する如く (02・Cons，VC に
ついても同様であるが) %値の最大値と最小値の
巾が甚だ広く，且つ体位変換に際し著しい変動を示
し，一定の傾向を認めがたい。これに対し測定値は
(図 12)に示す如く，略一定の傾向を示す。 これを
案ずるに，検査方法の項で述べた如く， Carlens氏
管lとよる測定と，谷向氏管による‘測定を同時に行わ
ず，日を異にして行った為，両者の測定値が夫々変
動し，斯る結果を招来したるものと考えられる。よ
って本節に於ては以下，単に下葉の測定値について
のみ検討し，対同側肺%値についての検討はさけ 
る。 
a) 分時換気量(表 3，図 12，13) 
R位に於ては右下葉は1.88--3.78 (平均 2.70)1/ 
min左下葉は1.58-4.22 (平均 2.96)l/minであ
てはR位に比し下方肺の下葉 MVは著明に増加し，
対側のそれは減少傾向を示す。-
b) 分時酸素摂取量(表 3，図 14) 
R位l乙於ては右下葉は 67 ~147 (平均 116) CC， 
左下葉では 78---178(平均 127)ccで左右両下薬は
略々同量の 02-Consを有す。 S位I乙於ては R位に
比し左右下葉共増加傾向を示す。側臥位をとればR
位に比し下方肺の下葉は増加著しく，対側のそれは
f立 位 位 減少する。即ち O2・Consは MVと殆んど同様の
図 10. 肺別%値 (VC，健康者群) 変化を示す。
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2) 吸気予備量(表 3，図 16) 
小 ト  
S位ではR位に比し両下葉はいずれも減少し，殊
に左側lζ於てその減少度は著しい。棋，U臥位では上方
}S が， SL位では SR位よりその傾向が明らかでなSLιL 川一 肺の下葉 IRVは減少レ，下方肺のそれは増加する
右下集 /4
諸学・担位
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図 13. 対仰臥位増減値(下葉 MV，健康者群) -5ω ー四位 ー目品位
位
IR
c) 肺活量 図 16. 対仰臥位増減値(下葉 IRV，健康者群) 
前節に於けると同様，下葉の TV，IRV，ERV 
17)，図3呼気予備量(表3)聞に体位変換に伴う変化の傾向を述べる。)1の
1) 1回換気量(表 3，図 15) S位ではR位に比し両下葉はいずれも著明に増加
S位ではR位lζ比し，左右両下葉共に増加傾向を する。側臥位ではR位に比し上方肺の下薬 ERVは 
l
R s 舘位 5L 
位位 位
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著しく増加し，下方肺のそれはいずれも減少の傾向
を示す。即ち下葉 ERVも体位変換に際し同側肺 
ERVと殆んど同様の変化を示す。 
300 
2創} 
l∞ 
。
ー1∞ 
's 
q23 
1R lS IR l
-
次立5{
位位
乱位
t
位
I 1 150
n4 」 ∞ 四位 乱位 
4) 肺活量(表 3，図 18) 
R位lと於ては右下葉は 897~1627 (平均 1182)cc， 
左下葉は 914~1645 (平均 1348)ccでその測定値
平均は左下葉が柏、々大である。 S位ではR位に比し
右下葉は著明に増加し左下葉は不定である。即ち左
右肺々活量の S位l乙於ける変化と同様である。側臥
位をとれば，右肺下葉は SR位で、増加傾向を， SL 
位でも増加の傾向を示す。左肺下葉は SR位で減
少傾向を示し SL位では増減不定である。
ωo cc 
左下禁 
4∞ 
3ω 
2∞ 人伝;100 
。ト
R位及び S位に於て MVは A群では左肺， B群
では右肺が稀々大である。即ち健側肺が梢々優位を
占める。 SR位ではR位に比し，右肺の MVは A， 
B群共に増加著しく，之に反し左肺では著明な減少
を認める。 C，D群でも略乙れに準ずる。 SL位に
於てはR位に比し， A，B群に於ては右肺で減少，
左肺では増加する。 C，D群でも同様の傾向を認め
るが特に D群では著明である，即ち A，B群l乙於
ては病巣の存在lζ拘わらず健康者群と同様な変化を
示し， C群も殆んどこれに準ずる。 
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図 18. 対仰臥位増減値(下葉 VC，健康者群) 
d) 小 括 
R位l乙於て MV，O2・Cons，VCは何れも左 
右略々同様なるも，柏左側が優位を占める。 
2) 側臥位に於ては下方肺の下薬の MV， O2・ 
Cons及び VC中の TV， IRVは何れも増加し， 
ERVは減少する。上方肺の下葉は逆の関係を示
す。 VCは一定の傾向を認めがたい。 
3) S位に於ては R位に於けるより， MV，O2・ 
Cons， TV何れも増加傾向を示し，且つ ERVが
著明に増加する。之氏反し IRVは減少し，殊に左
下葉の減少は著明である。 
4) 即ち体位変換に伴う下葉換気機能の変化は左
右肺のそれと殆んど同様の推移を示す。 
c. 患者群に於ける左右別肺換気諸量
患者各群の各体位lζ於ける換気諸量の測定値及び
平均値は(表 4a. b. c.)の如くである。健康者群
に於ける場合と同様lζ対仰臥位増減値と肺別%値
とを図示し，これら Kっき検討を進める。 
a) 分時換気量(表 4a. b. c.， 図 19a. b. c.， 
図 20a. b. c.)
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O2・Cons. cc 268 193 162 173 184 130 267 256 192 170 276 106 244 260 141 157 
S IRV cc 956 838 531 412 390 390 491 341 918 939 983 361 390 295 868 1063 
R TV cc 322 225 195 173 330 320 288 145 299 234 318 127 379 292 173 181 
位 ERV cc 860 1139 238 325 184 531 2:34 562 363 918 701 680 260 759 151 882 
VC cc 2138 2202 9641 910 9041 1241 1013 2091 20021 1168 1029 1346 1192 2126 
O2・Eq 2.40 2.33 2.15 1.131 2.17 1.92 2.01 1.45 3.43 3.22 
MV l/min 5.43 5.43 5.15 5.92 4.32 4.92 4.39 4.39 2.48 8.46 4.46 6.92 
O2・Cons. cc 147 225 1081 238 130 206 2201 285 160 210 239 207 195 254 130 206 
S IRV CC 1021 1354 5201 368 217 564 4051 670 897 1035 765 680 195 401 651 1430 
L TV CC 247 247 1731 238 368 423 2431 286 309 352 244 244 499 564 165 256 
位 ERV CC 1161 698 455 173 423 260 7GO 215 833 416 1142 361 434 282 490 477 
VC CC 2429 2299 11481 779 1008 1247 1408 日， 7:1却却 1803 2151 1285 1128 1247 1306 2163 
02-Eq 3.69 2.41 3.96 2.87 2.0 1.81 2.7 2.34 1.83 2.12 1.27 3.33 3.43 3.36 
MV l/min 4.81 5.321.5.27 7.85 4.85 4.26 4.48 4.8 5.77 3.21 5.72 5.98 4.23 4.23 
O2開 Cons. cc 197 2041 206 211 124 184! 2:36 270 213 299 276 154 124 '238 130 201 
S IRV CC 881 978 238 195 282 368 384 384 672 704 616 318 455 523 607 1193 
TV CC 301 333 211 314 347 406 266 213 320 320 361 201 477 499 184 184 
位 ERV CC 967 1021 499 303 412 466 5'16 384 469 929 1201 690 233 368 455 726 
VC CC 2149 2332 948 812 1041 12401 1226 1209 1165 1390 ，1246 2103 
02-Eq 2.44 2.61 2.55 3.72 3.91 3.081 2.17 1.581 2.10 1.491 2.09 2.08 4.61 2.51 3.25 2.10 
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は此の傾向は見られなし、。 SL位ではR位に比し A， 
B，C群に於て右肺は著明に減少し左肺は著明l乙増
70 左腕 	  加する。 D群についてはその関係は不定である。即
ち A，B群l乙関しては健康者群の場合と全く同様で
あって，病巣による影響は殆んど認められない。 
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1のERV，TV乙於けると同様，l前節 IRV， 買にそ図 20c. 肺別%値 (MV，患， C，D 群〉
b) 分時酸素摂取量(表 4a. b. c.，図 21a. b. 
c.，22 a. b. c.) 
R位では A，B群K於ては健側肺が患側肺より梢
々優位を占めている。 S位に於ては， B群では右肺
が明らかに左肺より優位を占めるが， A群では左右
肺lと殆んど差がない。 S位lと於ける測定値をR位lζ
比すれば， A，B，C群lζ於ては左右肺いずれも増
加する傾向がある。 SR位ではR位に比し A，B群
では右肺が著明に増加し，左肺が減少する。 C群で
の変化の傾向を述べる。 
1) 1回換気量(表4a. b. c.，図 23a. b. c.) 
S位ではR位K比し，各群いずれも左右肺共柏々
増加の傾向を有す。 SR位ではA及びB群では右肺
は増加し，左肺のそれは減少する。 C及びD群では
群で右肺のC及びB，A位では，SL、。L一定しな 
TVは減少し，左肺のそれは増加する傾向がある。 
D群では一定しな~\。即ち A， B群iζ於では体位変
換lとよる TVの変化は健康者群の場合と略々同じ
であり，病巣による影響は殆んど見られない。
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第 2号 清水: 肺換気機能，特に中下葉換気機能l乙及ぼす体位変換の影響について -417-
2) 吸気予備量(表 4a. b. C.，図 24a. b. c.) 
S位に於てはR位に比し，各群共，左右肺何れも
減少する。 SR位に於てはR位に比し， A，B，C群
に於て，左肺は著明減少を示す。右肺のそれはA群
では増加傾向を， B，C群では減少傾向を認める。 
SL位ではR位に比し， A，B，C各群で右肺は著明
減少し，左肺はやや増加する。即ち健康者群に於け
ると同じく，側臥位では上方肺で著明減少し，下方 
601-
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30 
肺では不明瞭乍ら増加の傾向を示す。但し， B，C 
群の右肺では逆関係である。 
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3) 呼気予備量(表4a. b. C.，図 25a. b. c.) 
S位に於てはR位に比し， A，B，C各群lζ於て
は左右肺いずれも増加する。 SR位に於ては R位l乙
比し， A，B，C各群とも左肺では著明増加し，右
肺のそれは減少傾向を示す。 SL位では各群共R位
に比し，右肺lζて著明増加を示し，左肺はA群で減
少， B，C群で増減不定である。即ち側臥位では下
方肺は減少傾向を示し，上方肺のそれは著明に増加
する。この傾向は SL位の B，C群を除けば，健
"1才 康者群の場合と殆んど同様である。
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4) 肺活量(表 4 a. b. C.， 図 26a. b. C.， -400 
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める。 S位lと於ては R位lと比し両肺何れも， A及び 図 26b. 対仰臥位増減値 (VC，患， B群〉 
D群で増加傾向を認め， B，C群では増減不定であ
る。 SR位， SL位に於ては R位に比し，各体位l乙 400トCC
於て増減不定で一定の傾向を認、め難い。即ち健康者 3ωl 布肺 ¥ 左慰1
群氏於ける体位変換による変動と殆んど同様の変化 
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左目市 R B位に於て， 群では健側下案が患側下葉より優
A S位を示すが， 群では左右下葉略々同量である。 
ω 
R B位に於ては 位に比し 群に於て左右下葉共，増加
A B側臥位に於ては 群にて下方肺の下葉は著明広， 
C増加し，上方肺のそれは著明に減少する。 群の左
A B肺は 群と同様の変化を示すが，右肺は両側臥， 
40 D K位で増加し， 群 於ては増減不定である。
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a) 	 分時換気量(表 5a. b. C.，図 28a. b. c.) 
傾向を示し， A，C群については増減不定である。
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以上各項の結果を考案すれば 
図 28b. 対仰臥位増減値(下葉 MV，患， B群)

1) R位に於ては病巣側の MV，O2・Cons，VC 	
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S
/ ddJi
15
位位
集下右/シ ft'f'~襲は健側tζ比し何れも柏々減少する。 )'2.0 t-
2) 	 左右肺の体位変換に伴う換気諸量の変化は健
康者の場合と殆んど同様であって， たまたま， B， 1.0 
。C群の SR位に於ける右肺の IRVが増加しないで
減少し，同群の SL位に於ける左肺の ERVが減少 一1.0
しないで増減不定である点で関係が乱れている。 
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定値及び平均値を(表 5a，b，c)に示し，対仰臥
図 28c.対仰臥位増減値(下葉 MV，患， C，D群) 
位増減につき検討する。尚(図 1)の患者群中， 
No.15は下葉換気機能検査の際に様査中途lとして
急性コカイン中毒症となり，爾後の検査につき協力
が得られず， No.16及び No.34は下薬換気機能
検査中途にして略波多量のため検査不能となり，測
定を中止した。よって左右別換気機能検査は 26例
につきその成績を検討したが，下葉、換気機能につい
ては 23例Kつきその成績を検討する。 
b 1j 
分時酸素摂取量
(表 5a. b. C.，図 29a. b. c.) 
R位lζ於ては， B群では健側(右側)下葉が患側
下葉より優位を占めるが， A群では左右略々同量で
ある。 S位に於ては A，B，C群ではR位l乙比し増
加傾向を示している。 D群氏ついては増減不定であ 
表 5a. 下葉換気諸量測定値及び平均値(患， A 群〉
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表 5c. 下葉換気諸量測定値(患， C，D群) 
l17liI44Ll-出 1 :0itir:ifi 
R 
{立 
S 
R 
{立 
S 
L 
{立 
S 
{立 
MV l/min 2.501 2.781 1.681 4.39 
O2・Cons. cc 1521 1091 841 137 
IRV cc 1140 680 253 306 
TV cc 114 157 84 169 
ERV cc 392 224 137 105 
VC cc 1646 1061 474 580 
O2・Eq 
MV l/min 3.381 2.42 
O2・Cons. cc 1091 130 120 
IRV cc 10911 315 221 
TV cc 141 
ERV cc 392 
可巳 cc 1624 
02-Eq 3:10 
MV l/min 2.54 
00・Cons. cc 109 
IRV cc 785 
TV cc 98 
ERV cc 752 
VC cc 1635 
02-Eq 2.33 
MV l/min 2.99 
02-Cons. cc 179 
IRV cc 900 
TV .cc 136 
ERV cc 1014 
VC cc 2050 
02-Eq 1.67 
138 84 135 
681 295 308 
1134 632 664 
1.89 1.87 3.39 
3.49 2.64 5.20 
141 95 209 
874 200 317 
166 147 200 
518 264 126 
1558 611 643 
2.47 2.78 2.49 
1.85 4.05 6.31 
169 105 169 
586 137 253 
170 169 243 
293 211 211 
1049 517 707 
1.09 3.85 3.73 
2.14 
105 
253 
179 
100 
532 
2.03 
2.66 
158 
232 
190 
121 
543 
1.68 
2.95 
105 
190 
211 
147 
548 
2.80 
2.05 
110 
225 
185 
143 
553 
1.86 
4.43 
108 
~127 
U2 
233 
802 
4.10 
3.71 
113 
130 
L~65 
331 
726 
328 
4帽 57 
143 
384 
327 
150 
861 
3.19 
4“49 
131 
278 
3，21 
2:16 
815 
3.42 
3.37 2.78 2.52 4.951 4.881 1.48 
202 172 159 691 2521 74 
463 488 659 861 258 616 403 
130 126 180 212 225 244 53 
237 216 244 170 134 360 21 
830 830 1083 1243 617 1220 477 
1.61 1.62 1.58 2.66 7.33 1.93 2.0 
42612.5 3.82 3.031 3.54 3.25 1.76 
1501 108 180 116 172 247 85 
3671 205 680 457 370 562 340 
194 104 191 138 1β1 125 63 
140 305 212 446 129 505 42 
701 614 1083 1041 660 1192 445 
2.84 2.31 2.12 2.61 2.05 1.32 2.07 
3.37 4.65 4.14 4.24 2.35 4.24 2.01 
139 118 106 159 118 236 90 
476 496 478 701 268 688 340 
130 194 148 212 106 193 63 
453 194 478 255 253 220 69 
1059 884 1104 1168 627 1101 472 
2.42 3.94 3.90 2.66 3.68 1.79 2.23 
4.12 2.83 3.21 4.02 4.95 4.94 2.55 
144 140 148 223 107 215 111 
345 259 425 531 451 548 297 
187 129 201 183 225 247 ー85 
533 353 467 453 96 344 74 
1122 741 1093 1167 772 1139 456 
2.86 2.02 2.16 1.80 4.62 2.29 2.29 
2.86 
159 
722 
106 
191 
1019 
1.79 
3.48 
148 
494 
116 
435 
1045 
2.35 
4.14 
170 
797 
148 
148 
1093 
2.43 
4.14 
151 
563 
148 
340 
1051 
2.74 
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・図 29a. 対仰臥位増減値(下葉 O2Cons，居、， A群) 
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図 29b.対仰臥位増減値(下葉 O2・Cons，患， B群) 
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図 29c.対仰臥位増減値(下葉 O2・Cons，患， C，D群)
る。側臥位に於ては， A，B群では下方肺の下葉、で
著明増加を，上方肺の下葉、で著明減少を認める。 C， 
D群は増減不定である。 
c) 肺活量
前節の如く，本観察に於ても下葉の TV，IRV， 
ERVの順と体位変換に伴う変化の傾向を述べる。 
1回換気量(表 5a. b. c.， '図 30a. b. c.)， 
-424- 千葉医学会雑誌 第36巻 
S位ではB群の下葉では増加する。 A，C群及び 
D群では増減不定である。側臥位では， A，B群lζ 右下葉 
於て上方肺下葉の減少は明らかである。之氏反し，
2∞Cc 
下方肺下葉のそれは明らかな増加を認めるが， A群 100 
のみは軽度である。 。 
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図 30a. 対仰臥位増減値(下葉 TV，患， A群) 
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図 31b. 対仰臥位増減値(下葉 IRV，患， B群) 
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図 30 b. 対仰臥位増減値(下葉 TV，患， B群) 
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図 30c. 対仰臥位増減値(下葉 TV，患， C，D群) 
2) 吸気予備量(表5a，b，c.，図 31a，b，c，) 
S位ではR位に比し， A，B，Cの各群で左右下
薬何れも減少する。D群については不定である。側
臥位では A，B，C各群l乙於て上方側の下葉が減少
著しく，下方側の下葉は増減、不定である。 D 群は
増減不定である。 
cc 

3∞L 右下葉
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図31c.対仰臥位増減値(下葉 IRV，患， C，D群) 
3) 呼気予備量(表 5a. b. c.，図 32a. b. c.) 
S位ではR位に比し A，B，C各群で左右下葉何
れも著明K増加する。側臥位では各群共に上方側下
葉で著明に増加し，下方側下葉で増減相半ばする。
l
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図 31a. 対仰臥位増減値(下葉 IRV，患， A群)
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図 32c. 対仰臥位増減値(下葉 ERV，患， C，D群)
4) 肺活量(表 5a. b. C.，図 33a. b. c.) 
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図 33c. 対仰臥位増減値(下葉 VC，患， C，D群)
R~立に於ては各群共患側下葉 VC の減少が認めら
れる。 S位K於ては B群Iζ於て左右下薬で‘増加する
が，他群では不定である。側臥位に於ては各群で左
右下葉いずれも増減不定である。 
d) 小括 

以上各項の結果につき考察すれば，
 
1) R位lと於ては各群共VCは健側下葉が患側下
li--89qB 
葉より梢々優位を占める。 MV，02Consは B群に
於て健側下葉が優位を占めるが，A群は不定であ-100 
?・・' ' :  
9 
14 
1今 る。 
2ー00
!~) 左右下棄の体位変換に伴う換気諸量の変化
ー3ω
は，健康者群下葉l乙於ける変化と殆んど同様である
位品位
tN 1S
図 33a. 対仰臥位増減値(下葉 VC，患， A群〉 ある。 
'止立
SR S R SRR 
が，時折，各体位lζ於て不規則な変化を示す場合が1il {立 {立 位 位 
54 
E. 横隔膜運動 ものが多い。 S位に於ては左右共に Zw・Dzは増加
検査方法の項K於て述べ7こ如く， Distato graphie するが，左右差より見れば左側が優位を占める例が
によって横隔膜運動をXフィルムK記録し，最大吸 多い。側臥位に於ても左右共にその Zw・Dzは増加
気時，最大呼気時に於ける横隔膜頂点聞の距離(横 するが，下方側の Zw-Dzが上方側のそれより増加
隔膜振巾〉を計測し，その測定値が体位変換により の程度が柏々大であり，左右差より見ても下方側が
如何に変化するかを健康者群，患者群K分ち夫々検 優位を占める例が多い。即ち Zw-Dz及び左右差を
討した。 綜合して下方側 Zw-Bwは上方側のそれより精々
1.横隔膜振巾測定値……左及び右横隔膜夫々の 大である。
振巾の値 
2. 横隔膜振巾の対仰臥位増減値・…一仰臥位の振
巾を基準として，その値K比しての各体位の
増減値
(例， No. 1横隔膜振巾はR位 7.0cm，SR 
位 8.2cm， 従って対仰臥位増減値十1.2cm
となる〉 
3. 横隔膜振巾左右差……同一体位に於ける左右
横隔膜振巾の差。而して右側が左側より優位
の場合を(+ )cm，その逆の場合を(ー 
IR
位
l s
位
左僕隔膜 
1.0 
2.0 l止立
Ef
IRZ
Qd
， 小  
R 
位
-426- 千葉医学会雑誌 第 36巻 
) cmして検討する。
図 34. 対仰臥位増減値 (Zw-Dz，健康者群〉尚，記載に当り以下の略号を用いた。
横隔膜-・・・・・:.................Zwf j
横隔膜振巾・.................Zw-Dz

〉匂ぷ
γ 
横隔膜運動・.................Zw-Bw
 
a) 健康者群(表 6，図 34. 35) 
左右横隔膜振巾の測定値及び平均値を(表 6)に
示し，対仰臥位増減値及び振巾左右差を夫々(図 
34，35)に示した。検査対象は(表 1)に示した 10
災 、 、
t4: 

キ下
 
/8 

例である。 
R位に於ては Zw-Dzの値は左右略々同様で平均 
3.0 .、.._5 
5.1cmである。而して左右差より見れば，右側優位 2.0 R SR SL s 
のものが梢々多い。 R位より体位変換を行えば，他
の3つの体位に於て， .Zw-Dz は左右共に増加する
図 35. 左右差 (Zw・Cz，健康者群)
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b) 患者群(表7a. b. C.，図 36a. b. C.，37 る。側臥位に於ては A，B群では下方側の Zw-Bw 
a. b. c.) は増加し，上方側のそれは減少する傾向があるが，
(図 1)Iと示した患者群はっき健康者群と同様の その明らかで、あるのは SR位に於ける A群の左右
方法で検討する。市して A群中 No.13， D群中 Zwf，及び SL位lζ於ける左 Zwfであって，他の 
No.36については測定不能なりし為， 除外したの Zwf についてはその傾向は認めるが明瞭でない。 
で，計 24例について述べる。 C群に於ては， S位では左 Zw-Bwが大である事
R位l乙於ては Zw-Dz及び左右差より Zw-Bwは が認められたが，側臥位では増減不定である。即ち
A，B群何れも健側が患側より大である。 S位l乙於 患者群に於ける Zwfも健康者の場合と似た傾向を 
ては A，B群の Zw-Bwは健側が患側より大であ 示すが，側臥位ではその傾向に合致しないものが屡
るが， R位に比すると増加例，減少例は相半ばす あ々る。
表 7a. 測定値及び平均値 (Zw・Dz，患， A'群〉 
YfiY;|官|官|官 I I~~'I 官 ~~'I む|最大値|最小値|平均値|器主
5.7 4.8 4.5 3.9仰臥位 
右
6.9 3.7 4.4 6.8 4.8 6.5 5.6右側臥位横 
隔 6.6 1.8 4.5 7.1 5.8 3.2 6.2左側臥位 
膜
4.9 1.9 4.9 5.3 1.6 3.8 6.2坐 位 
5.9 4.1 6.1 
6.6 6.9 6.9 
7.1 3.0 7.1 
7.1 5.4 7.1 
4.71.8 土1.2
5.83.7 士1.2
5.01.8 士1.8
4.61.6 士1.7
6.5 4.3仰臥位 
左
7.5 1.3右側臥位横
7.7 5.8左側臥位隔膜
4.4 2.3坐 位 
7.2 7.0 
4.3 6.0 
7.8 7.8 
5.5 5.7 
5.6 5.2 6.5 
2.0 5.0 8.5 
8.6 5.4 6.7 
2.8 4.2 7.5 
6.0 5.6 7.2 
6.7 6.3 8.5 
7.2 4.9 8.6 
6.7 6.5 7.5 
6.04.3 士0.8
1.3 5.3 士2.2
トー1.14.9 6.9 
2.3 5.1 士1.6
表 7b. 測定値及び平均値 (Zw-Dz，患， B群)
三;12lt;1212;12;lt?12;l最大値|最小値I1平均値|標準偏差
仰臥位 5.0 
右
右側臥位 5.9 
横隔
左側臥位 6.5 
膜
坐 位 5.0 
仰臥位 3.6 
左
横 右側臥位 4.0 
隔 左側臥位 4.7膜
坐 位 3.4 
7.3 
7.3 
7.3 
5.6 
7.5 
6.1 
8.4 
6.2 
3.6 
3.2 
4.6 
4.5 
5.0 
5.8 
5.1 
6~7 
7.8 
7.7 
7.3 
7.2 
7.1 
5.6 
6.8 
4.7 
5.5 
6.3 
5.7 
3.2 
3.5 
3.3 
4.2 
2.2 
4.8 
4.7 
5.5 
7.2 
4.7 
5.4 
5.9 
8.3 
5.3 
6.6 
6.1 
5.6 
6.0 
5.5 
5.6 
4.9 
6.4 
5.9 
5.3 
5.5 
5.6 
5.0 
4.8 
3.3 
7.8 
7.3 
7.3 
7.2 
7.5 
6.1 
8.4 
8.3 
3.6 .5.7 
3.2 6.0 
4.6 6.0 
3.2 5.5 
3.5 5.4 
3.3 5.1 
4.2 5.7 
2.2 5.0 
士1.2
士1.3
:t0.8 
士1.2
士1.3
士0.9
士1.2
士1.8
表 7c. 測定値及び平均値 (Zw-Dz，患， C，b群) 
l な 最大値|最小値j平均値|標函司雲 1;t;I3L3:12~. 1;it;|
3.2 1.31.3 3.0 3.8 8 6.8 3.9 4.4土1.7仰臥位 
右 担リ
4.7 1.9 4.4 93.5 5.9 1.9 4.4 4.6士1.4右側臥位 rλ4ヒ~横
有ミ隔 2.6 2.4 2.4 4.2 士1.5 3.5左側臥位膜ー 官E
4.0 
2.3 2.9 3.6 
3.8 
4.7 
3 6.3。6.0 2.3 4.3 1.2坐 位 :t1.4 
5.2 3.3 3.95.2 6.5 8.3 5.1 4.3仰臥位 土1.1 4.3 
左 4.0 3.1 5.2 3.6 3.16.9 4.9右側臥位 :t1.4 3.0 7.0 
横隔
7.1 4.7 5.0 4.64.6 7.3 5.8左側臥位 :t1.2 5.3 6.5 
膜
4.2 3.7 4.3 3.2 7.4 3.2 4.9 1.0坐 位 士1.4 1， 7.4 
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c)小括 
1) R位に於ては Zw-Bwは，健康者群では左
右略々同様であり，患者群では健側が患側より大で
ある。 
2) R位より体位変換を行えば，他の体位K於て
健康者群は左右 Zw-Bwは共に増加するが，患者群
では不規則な変化を示す場合が屡々ある。
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3) S位に於ては健康者群では Zw-Bwは左右
共比増加するが，患者群K於ては健側が患側より大
であり， R位に比し増加例，減少例が相半ばする。 
4) 側臥位l乙於ては健康者群では，下方側の 
Zw-Bwが上方側のそれより増加の程度が梢々大で
ある。患者群に於ても略々これと同様の傾向を認め
るが屡々不規則の変化を示す場合が多い。
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重要な意義を確保して以来，可成りの日時になる
III.者按及び総括
19)く
が，その結果として肺葉別換気機能を測定する必要
が痛感されて来て，Anacker等を始め諸氏によ左右別肺換気機能検査は 1932年 Jacobeus等くり
により始めて行われたが， 194年 Carlens仰がゴ って，その検査が企てられたが適当な測定管がな
ム製複胴カテーテJレを創製して以来，欧米，我が国 く，成功するに至らなかった。
に幾多の研究が行われるようになった。欧米に於て 然るに谷向氏〈めは 1954年，間接肺葉肺活量測定
は Gebauer(4)， Zavod ，Gaensler(7) 法を考案し， 次いで 1958年，直接法を発表した。(5)，Noris(6) ， 
Patiate(ペTalyer(9)等の両肺機能lζ
(m九、牛尾(16
10あり，我が国に於ても鈴木〈 1〉，〉，延島〈 
関する発表が 同氏の間接法はメトラ氏管改良カテーテルlとより，
12〉，卜部〈 上下葉の気管支口を閉塞し，間接的lζ肺葉肺活量を
，稲田m〉，谷向〈14〉，高橋〈13山田〈 ，段 測定するが， 直接法は同氏管を直接， (中)下葉支
塚(18)等の沢山の報告がある。 口へ挿入して， (中〉下葉肺活量を測定する方法で
健康者の左右肺活量比については，外国民於ては
545:凡そ であるとされており，我国民於ても略
あって，同氏は両方法共信用し得るに足る値を得る
と述べている。後者の谷向氏肺葉肺活量測定等は，
外径8m"内径6.8m，のビニーJ々それに似た成績を発表している。 レ管で， 内径
氏管に劣らない値を得られるもCaansの、6m氏管にCarlens例につき10 r1私は健康青壮年男子 
よる検査を実施したが，その仰臥位lζ於ける換気諸 のと考えられるので，私はこの管を使用して(中)
量を上記諸氏の成績と比較すれば(表8)に示す如 下薬換気諸量の測定を行った。
くである。 我が国民於ける(中)下葉肺活量の測定値は，未
即ち諸氏の成績と大差はない。些か異る点は肺活 ピ谷向氏の成績よりないが，氏の値と私の得た成績
を表示すれば(表的の如くである。量，吸気予備量，呼気予備量の測定値が可成り多い
表 の自!験例中()内の値は Carleus氏管に9.
叉左右比では諸氏の如くには右側優位が著明ではな よる左右肺の合計値に対する割合を示す。乙れは検
かった。 査の項i乙於て述べた如く，谷向氏の検査方法と異
左右別肺活量測定が肺切除術の適応決定に対して り，左右肺々活量はCarleus氏管により，下薬肺
表 8.
分時換気量 酸素摂取量 一回換気量 吸気予備量 呼気予備量 肺活量c cc cc cc cc 
右|左 右|左 
手話 ldzl(4忠| I(~詑 ((zz
~恕1恕!72311ぷhiglJC-lJ38l(3fl(お1怒A!?(12tl延島 
ト部 1(認iふZl(51ゑ1(4~2U5221Jゑ 1 (4~怒 1 (5b色1(ぷidzi♂色|(zl 
F瓦1(57) I (43)I (52)I (48)1 (~~例目3) I'(47) I (53)I (47)1 (53)1付J
五 -1 --1-~I---~I-----r---下一「丁 I Iー 恋心施 
l(25ゑkZZ|(5iZJ(4izkii急lJZl(;;急l(512ljお(4I(説|ふ怒I自験例
()は肺別%値。
表 9.
事で，乙れは青壮年男子のみを選んだ故であろう。
肺活量 酸素摂取量 分時換気量 l一回換気量 吸気予備量 呼気予備量
JZ4中華Jf下左葉l中41i左葉 1ι
谷 向叫I(~按z)lk(J拶裁鍍鉱~ 1 I I「一I I I I I I 1 
自験例 laおI(活気ldZ1(3ZKAZl(議I(2i怒ldzl(31glJ2l dZl〈3務
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活量は谷向氏管により，且つ日を異托して行った為
に，正確な%でなく，凡その値K過ぎない。
谷向氏の成績では，右中下葉の VCは左下葉lζ比
し明らかに優位であるが，私の成績では上記表の如
く分時換気量，分時酸素摂取量，肺活量はいずれも
左が優位を占め'る結果を得た。
体位変換に伴う左右肺の換気機能の変化について
は諸氏の研究がある。
岸本(20)は肺結核患者 20名につき， その仰臥位に
対する他の各体位lζ於ける諸換気量の変化につき述
べ，側臥位をとった時の下方肺では分時酸素摂取
量，分時換気量， 1回換気量がいずれも増加し，上
方肺では減少する事を証し，各病型の聞に差異な
く，而も健康者に於て認められたと同じであると結
諭している。
川上(21)は r spirometry ILては体位変Broncho 
換による影響は呼気予備量に於て最大で，肺活量が
最小であり，坐位が最大である。坐位に於ては，左
右，患側，健側の区別なく常に大であるが，側臥位
l乙於て下側になった肺の機能は極めて大となり，坐
位の時の値と殆んど差がなく，特lζ酸素摂取量lζ於 
ては坐位より大である。之lζ反し上側になった場合
の機能は，常に小となる。それ故に術後患者が術側
上の側臥位をとると，残存の健側肺が下側となり，
分時換気量，酸素摂取量lζ於て，よりよく機能を営 
み得るために呼吸が楽になるものと考えられる。呼
気予備量のみは逆に上側肺が大となり，下側が最小
となるが，之は側臥位をとった場合の横隔膜の位置
が下側で挙上し，上側では柏々下降している為と思 
われる。肺葉肺活量では側臥位をとった場合の下葉
の肺活量‘は下側の時の方が，上側の時より大である
他，一切の関係を見出し得なかったj と報告した。
その他， lnada(22)，Drew-Millen(23)，Rothstein 
(24九高沢(25)等は患者群を対象としていずれも 
Broncho・spirometryILより側臥位をとった時の
下方肺の 1回換気量p 酸素摂取量の増加と逆に上方
肺での減少を証明している。
私の成績は上記の諸氏の成績と殆んど同様であ
る。 RP:ら
健康者群の左右肺換気機能は S位に於ては R位
に於けるより， MV，O2・Cons，ERV (特11:ERV) 
が増加し， IRVが減少する。側臥位に於ては R位
に比し， MV，O2・Consはいずれも下方肺に於て増
加し，上方肺にて減少する。 TV，IRVも同様であ
るが， ERVは逆の関係を示す。斯くの如く，相反
する TV，ISVと ERVの和である VCは，従つ
て一定の傾向を示さない結果を得た。
市して健康者群の(中〉下葉の体位変換によるそ
の換気諸量の変化も左右肺のそれと殆んど同様の推
移を示した。叉患者群の左右肺及び(中)下葉につ
いて見ても之と殆んど同様で，只，時に乙の推移lζ
従わない場合がある結果を得た。
即ち私の対象とした患者群はその病巣が 1租uの上
肺野以内のものであったが，その大部分は 1---2区
域以内と思われる病巣のものであって，斯る小範囲
の病変は体位変換に際して殆んど影響を及ぼさない
と考える。然し乍ら両側上野に病巣を有する群及び
膿胸群に於ては ζの推移に従わない場合が多い。
斯る体位変換に伴う換気諸量の変化を来たす原因
については上記の諸氏等く18)バ20)-(23)は側臥位時の下
側肺のうつ血，腹部内臓の移動による下側横隔膜の
挙上，その結果，横隔膜運動の増大する事が主因で
あるとするのに対し，高沢(23)は下方側の皮膚圧反
射が主因であるとしている。 
私も横隔膜運動がそのー要因に非ずやと考え，
Distato graphie により観察した所，側臥位で下方
側の横隔膜運動の増加の程度が，上方側のそれより
大である事を健康者群及び患者群に於て認めたので
横隔膜運動が確かにー要因であると考える。
IV. 結 語
健康者群 10例及び肺結核患者群 26例lζ対し，左
右別肺換気機能検査， (中)下葉換気機能検査及び
X像による横隔膜運動の測定を行い次の結果を得
士。
1. 健康青壮年男子の左右肺及び中下葉の仰臥位
に於ける測定値は次の如くである。
%〕 1 1182 万1j1mc7vbcrnE-71|(E5E10U-765%0) 右下主!左下葉引扇亡 〔右 4 !左肺 l「 亙肺 I(4158m-039 I1348 
I 1127012.96(493%〉 
11 1 Cons. 1 170 1782- 1 ~ ~;"V'I(4i.9%)1(5ti%)11 116 I I 127 
2. 健康者群K於ける体位変換K伴う左右肺換気
機能の変化と中下葉のそれは殆んど同じである。即
ち側臥位に於ては仰臥位に比し， MV，O2・Consは
いずれも下方肺にて増加し，上方肺K於て減少す
る。 TV， IRVも同様であるが， ERVは逆の関係
を示す。従って VCは一定の傾向を示さない。坐
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位K於ては仰臥位に比し， MV， 02-Cons， TV， 
ERVは増加し， IRVは減少する。 
3. 片側肺で上肺野以内lζ病巣を有する患者群IL 
於け高左右肺及び中F葉の換気諸量の体位変換によ 
る変化はいずれも健康者群のそれと殆んど同様の推 
移を示す。然し，時に各体位I乙於て不規則な変化を 
示す場合がある。両側肺K病変がある場合は屡々不 
定の推移を示す。 
4. 横隔膜運動は健康者群では仰臥位に比し，他 
の各体位で両側共増大し，側臥位に於ては下方側の 
増加の程度が上方側のそれより柏々大である。患者 
群に於ても略々之と同様の傾向を認めるが，屡々不 
規則の変化を示す場合が多い。 
閥筆するに当り終始御指導並びに御校閲を賜
わった恩師三輪清三教授並びに細谷玄太郎博士
に衷心より感謝の意、を捧げると共に御援助を賜
わった同僚職員諸氏に深甚なる謝意を表す。
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